
  

 
平成21年度高野山学第5回「高野山の文化財」から抜粋 

 

解体修理やＸ線撮影などで明らかとなる納入品や墨書名など仏像の胎内の世

界。高野山の胎内仏と納入品から、その封印された歴史や込められた祈りなど

仏像の知られざる中身を分かりやすく解説いただきます。 
 

日 時：７月６日(日)  受付 午後１時０0分～ 講演 １時３0分～２時４0分 

場 所：橋本地区公民館（研修室） 橋本市市脇一丁目3－1（橋本商工会館2F）  

対 象：会員及び一般 

申 込：不要 

協力金：２00円（冷房、資料代等）   

問合せ：08014340985（高野七口再生保存会事務局） 
 

皆様のご参加をお待ちしています。 

 

 

高野七口再生保存会設立１周年記念講演 

 

 

「文化財に秘められたもの」 
－高野山の胎内仏と納入品－  

講師：山口 文章 金剛峯寺山林部長兼総長公室長 

            開創法会事務局長 

 

「高野七口学」題字 弘法大師空海 筆 「聾瞽指帰」より 

 


